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蘭
渓
道
隆
の
法
語

は

じ

め

に

西

尾

賢

隆

さ
き
に

「蘭
漢
道
隆
の
四
六
文
」
(『文
藝
論
叢
』
六
八
號
、
若
槻
俊
秀
敏
授
退
休
記
念
論
集
、
二
〇
〇
七
年
)
と
題
し
て
、
蘭
漢

の
常
樂
寺

・

に
ん

建
長
寺
語
録
か
ら
四
六
文
を
取
り
出
し
、
「建
長
寺
の
鐘
銘
」
(『輝
學
研
究
』
八
五
號
、
二
〇
〇
七
年
)
と
題
し
て
、
鐘
銘
を
中
心
に
建
寧
寺

語
録
、
そ
れ
に
最
明
寺
開
堂
小
参
を
取
り
上
げ
て
讃
ん
だ
。

こ
こ
で
は
、
ど
れ
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
蘭
漢
の
法
語
、
自
贅
の
中
か
ら
讃
む
こ
と
に
す
る
。

示

左

馬

暉

門

こ
の
左
馬
暉
門
に
與
え
た
法
語
は
、
辻
善
之
助
が

『日
本
佛
敏
史
』
第
三
巻

(岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
)
で
全
文

を
提
示
し
、
北
條
時

宗

に
示
し
た
法
語
と
し
て
以
後
、
定
説
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
封
し
、
村
井
章
介
氏
は
、
『北
條
時
宗
と
蒙
古
襲
來
』
(日
本
放
迭
出
版

(
1
)

協
會
、
二
〇
〇
一
年
)
に
お
い
て
、
左
馬
輝
門
を
足
利
義
氏
に
あ
て
る
べ
き
だ
と
す
る
。
私
に
は
、
左
馬
灘
門
を
誰
と
す
る
か
の
用
意
は
な
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い
が
、
こ
れ
ま
で
、
何
方
も
こ
の
法
語
を
讃
ん
だ
方
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、

て
分
ち
書
き
し
て
示
す
。

　

(顯

構

惟
患
人
之
不
能

一
往
直
前
。
所
以

　

封
面
有
千
里
之
遙
、

(基
止
穣

器

荷
或

　

信
而
不
疑
、

(行
之
再

時
來
縁
熟
、

　

道
無
有
不
通
之
理
、

蕪

…有
不
明
之
墜

道
銑
通
達
、

心
亦
明
白
了
、

む

　

居
聲
色
之
場
、
不
被
聲
色
所
韓
、

(
入
是
非
姦

不
逐
是
非
轟

到
此
境
界
、

　

＼
謂
之
大
自
在
人
、

何
と
か
讃
み
た
い
も
の
と
考
え
た
。
以

下
に
、
四
六
文
と
し
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/
謂
之
出
塵
羅
漢
。

然
後随

世
流
布
亦
得
、

不
随
世
流
布
亦
得
。

　

(贈鰻

如
上
密
用
、
本
自
信
心
中
流
出
。

若
談
此
事
、

　

擬
思
量
則
差
、

(欝

嬰

不
思
量
不
分
別
、
且
此
道

　

(嫡籔

噸　

須
是
自
肯
承
當
、

(直
下
膿
取
饗

從
上
諸
聖
、
皆
自
返
求
諸
己
、
而
至
於
不
疑
之
地
。
且
返
己
者
何
。
於

一
切
庭
十
二
時
、

一
一
從
自
己
上
、
返
覆
推
窮
、
如
大
毘
世
箪

楊
嚴
會
上
爲
阿
難
七
庭
徴
心
相
似
。
徴
之
至
無
可
奈
何
庭
、
待
伊
思
量
蓋
分
別
亡
、
識
得
眞
心
所
在
了
、
世
箪
更
與

一
喝
。
及
至
阿
難
盟

然
避
座
庭
、
方
可
與
他
脳
後

一
錐
、
教
他
壼
底
掃
除
蕩
然
無
磯
。
個
是
阿
難
見
庭
、
作
塵
生
是
公
参
學
、
當
下
分
明
之
理
。
今
既
信
心
極

深
、
此
便
是
了
斯
大
事
底
根
本
。
又
況
叩
宗
師
、
窮
樗
嚴
奥
旨
、
毎
日
諦
大
乗
金
剛
般
若
経
。
此
二
経
其
中
、
已
是
爲
人
親
切
、
分
明
説
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破
庭
亦
多
。

但
能

　

披
剥
萬
象
、

(析
羅

　

(讐

魍

忽
然
動
静
二
相
、
了
然
不
生
、

　

室
無
所
室
、

(寂
襲

庭

、
亦
未
爲
究
寛
。
金
剛
経
云
、
若
見
諸
相
非
相
、
即
見
如
來
。
目
前

　

青
山
流
水
、

(蓑
轟

箇
是
諸
相
、
如
何
是
非
相
。

　

若
識
非
相
、

(如
諏

要
得
此

一
大
事
朗
然
去
。
伏
望
於

　

世
事
上
放
令
輕
減
、

(道
薯

意
轟

観
清
浮
本
然
、
云
何
忽
生
山
河
大
地
。
此
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山
河
大
地
、
本
從
何
來
、

(劫
海

又
糞

但

　

如
是
膿
究
、

(如
是
而
循　

(翫薮　

む

山
河
大
地
、
不
自
外
來
、

(日
月
星
紫

從
告

到
此
田
地
、

一
人
登
眞
臨
源
、
灼
然

　

(耐雛

急
塵
則
過
去
心
不
可
得
、
現
在
心
不
可
得
、
未
來
心
不
可
得
、

　

若
人
識
得
心
、

(大
地
無
轟

　
　

是
也
。
古
徳
云
、
會
得
是
障
擬
、
不
會
不
自
在
。

於
此
會
得
、

　

　

千
差
萬
別
、
総
蹄

一
源
、

(墾

欝

豊

%

於
不
可
得
中
、
事
事
著
得
、
便
如
暉
宗
道
。
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荷

　

疑
心
不
破
、

(襲
毒

便
見
暉
敏
有
別
。
吾
宗
擦
實
而
論
、

但
得
其
本
、
莫
愁
其
末
、

但
知
作
佛
、
莫
愁
佛
不
解
語
。

む

明
得
自
心
、

(無
所
霧

且
自
心
如
何
明
得
。
昔
日
僧
問
雲
門
、
不
起

一
念
、
還
有
過
也
無
。

明
。
但
以
此
力
行
力
究
、
當
於

　

接
談
交
笑
之
庭
、

(動
緩

命
　

或
是
非
未
決
、

(孝

轟

但
墾
此
話
頭
、
勿
令
忘
却
。
伍
奮

一
一
牧
蹄
、
在
自
身
中
、
看

起
念
者
是
誰
、

無
念
者
又
是
誰
。

如

是
返
観
久
久
、
般
若
圓
成
、
有
洞
明
時
節
。
洞
明
後
如
何
。

り

＼塵
塵
華
藏
海
、

門
云
、
須
彌
山
。
ロ
バ這
須
彌
山
三
字
、
看
時
錐
無
味
、
看
久
自
分
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/
庭
庭
普
賢
門
。

左
馬
輝
門
に
示
す

ゆ

え

道
は
固
よ
り
遠
き
に
非
ず
、
之
を
窮
む
る
こ
と
人
に
在
り
。
惟
だ
人
の

一
往
直
前
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
患
う
。
所
以
に
封
面
に

な

も

千
里
の
遙
か
な
る
有
り
、
墨
止

萬
縁
の
隔

つ
所
と
被
る
。
荷
或
し
信
じ
て
疑
わ
ず
、
之
を
行

い
て
倦
ま
ざ
れ
ば
、
時
來
り
縁
熟
し

て
、
道

通
ぜ
ざ
る
の
理
有
る
こ
と
無
く
、
心

明
な
ら
ざ
る
の
時
有
る
こ
と
無
し
。
道
既
に
通
達
し
て
、
心
も
亦
た
明
白
に
し
了
れ

ば
、
聲
色

の
場
に
居
り
、
聲
色
の
韓
ず
る
所
を
被
ら
ず
、
是
非

の
域
に
入
り
、
是
非
の
迷
う
所
を
逐
わ
ず
。
此

の
境
界
に
到
る
、
之

を
大
自
在
の
人
と
謂

い
、
之
を
出
塵

の
羅
漢
と
謂
う
。
然
る
後

世
の
流
布
に
随
う
も
亦
た
得
、
世
の
流
布

に
随
わ
ざ
る
も
亦
た
得

も

と

た
り
。
物
に
慮
じ
機
に
副
う
て
、
更
に
別
法
無
し
。
如
上
の
密
用
、
本
自
よ
り
信
心
の
中

流
出
す
。
若
し
此

の
事
を
談
じ
、
思
量

ほ
っ

た
が

せ
ん
と
擬
す
れ
ば
則
ち
差

い
、
縷
か
に
分
別
す
れ
ば
則
ち
遠
し
。
思
量
せ
ず
分
別
せ
ず
、
且

つ
此
の
道

如
何
が
入
頭
す
る
を
得
、

す

べ

か

よ

如
何
が
明
白
な
る
を
得
た
り
。
須
是
ら
く
自
ら
肯

っ
て
承
當
し
、
直
下
に
膿
取
し
て
始
め
て
得
し
。
從
上
の
諸
聖
、
皆
な
自
ら
返

っ

こ
れ

よ

て
諸
を
己
に
求
め
て
、
不
疑
の
地
に
至
る
。
且

つ
己
に
返
る
と
は
何
ぞ
。

一
切
塵

十
二
時
に
於
て
、

=

自

己
上
從
り
、
返
覆
推

窮
す
る
こ
と
、
大
箆
世
箪
樗
嚴
會
上

阿
難
の
爲
に
七
庭
に
徴
心
す
る
が
如
く
に
相
似
た
り
。
之
を
徴
し
て
奈

何
と
も
す
可
き
無
き

か
れ

庭
に
至

っ
て
、
伊
が
思
量
蓋
き
分
別
亡
し
て
眞
心
の
所
在
を
識
得
し
了
る
を
待

っ
て
、
世
軍
更
に

一
喝
を
與
う

。
阿
難
盟
然
と
し
て

は
じ

座
庭
を
避
る
に
至
る
に
及
ん
で
、
方
め
て
他
に
拶
後
の

一
錐
を
與
え
て
他
を
し
て
底
を
書
く
し
て
掃
除
蕩
然
と
し
て
無
擬
な
ら
し
む

可
し
。
個
れ
は
是
れ
阿
難
の
見
庭
、
作
塵
生
か
是
れ
公
の
参
學
、
當
下
に
分
明

の
理
あ
ら
ん
。
今
ま
既
に
信
心
極
め
て
深
し
、
此
れ

便
ち
是
れ
斯
の
大
事
を
了
す
る
底
の
根
本
な
り
。
又
た
況
ん
や
宗
師
を
叩
き
、
樗
嚴
の
奥
旨
を
窮
め
て
、
毎
日
大
乗
金
剛
般
若
経
を

そ

こ

諦
す
る
を
や
。
此
の
二
経

の
其
中
、
已
に
是
れ
人
の
爲
に
親
切
に
、
分
明
説
破

の
庭
亦
た
多
し
。
但
だ
能
く
萬
象
を
披
剥
し
、
精
明

よ
る

を
析
出
し
て
、
書
窮
め
夕
思
い
、
動
に
想
い
艀
に
究
め
ば
、
忽
然
と
し
て
動
静
の
二
相
、
了
然
と
し
て
生
ぜ
ず

、
室
も
室
と
す
る
所

無
く
、
寂
も
寂
と
す
る
所
無
き
庭
、
亦
た
未
だ
究
寛
と
爲
さ
ず
。
金
剛
経
に
云
く
、
若
し
諸
相
は
非
相
と
見
れ
ば
、
師
ち
如
來
を
見
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こ
れ

る
。
目
前
の
青
山
流
水
、
萬
象
森
羅
、
箇
は
是
れ
諸
相
、
如
何
な
る
か
是
れ
非
相
。
若
し
非
相
を
識
れ
ば
、
如
來
現
前
す
。
此
の

一

ほ

つ

し

お

大
事
朗
然
に
し
去
る
こ
と
を
要
得
す
。
伏
し
て
望
む
ら
く
は
世
事

の
上
に
於

て
、
輕
く
減
ぜ
放
令
め
、
道
念
の
上
に
意
を
著
き
返
観

よ

し
、
清
浮
本
然
な
ら
ば
、
云
何
ん
ぞ
忽
ち
山
河
大
地
を
生
ず
と
観
よ
。
此
の
山
河
大
地
、
本
何
れ
從
り
來
り
、
劫
火
洞
然
と
し
て
、

に

ゆ

も

か
く

又
た
何
れ
從
去
く
と
。
但
し
是
の
如
く
膿
究
し
、
是
の
如
く
に
し
て
行
じ
、
之
を
行
ず
る
こ
と
既
に
久
し
く
、
之
を
膿
す
る
こ
と
亦

た
深
し
。
山
河
大
地
、
外
よ
り
來
た
ら
ず
、
日
月
星
辰
、
他
よ
り
出
つ
る
に
弗
ず
。
此
の
田
地
に
到

っ
て
、

一
人

眞
を
獲
し
て
源

に
蹄
す
れ
ば
、
灼
然
と
し
て
十
方
盧
室
、
悉
く
皆
な
消
損
す
。
焦
塵
な
る
と
き
則
ち
過
去
心
も
不
可
得
、
現
在
心
も
不
可
得
、
未
來

心
も
不
可
得
、
不
可
得
の
中
に
於
て
、
事
事
著
得
す
れ
ば
、
便
ち
暉
宗
に
道
う
が
如
し
。
若
し
人

心
を
識
得
す
れ
ば
、
大
地

寸
土

　
　

無
し
と
、
是
れ
な
り
。
古
徳
云
く
、
會
得
す
れ
ば
是
れ
障
磯
、
會
せ
ざ
れ
ば
自
在
な
ら
ず
、
と
。
此
に
於
て
會
得
す
れ
ば
、
千
差
萬

も

別
、
絡

べ
て

一
源
に
蹄
し
、
樗
嚴

・
金
剛
、
暉
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
荷
し
疑
心
破
れ
ず
、
髄
察
未
だ
明
な
ら
ざ
れ
ば
、
便
ち
暉
敏

に
別
有
る
こ
と
を
見
ん
。
吾
が
宗

實

に
檬

っ
て
論
ず
れ
ば
、
但
だ
其

の
本
を
得

て
、
其
の
末
を
愁
う
る
こ
と
莫
か
れ
。
但
だ
佛
と

作
る
を
知

っ
て
、
佛
の
語
を
解
せ
ざ
る
こ
と
を
愁
う
る
莫
か
れ
。
自
心
を
明
得
す
れ
ば
、
達
せ
ず
と

い
う
所
無
し
。
且

つ
自
心
如
何

は

と
が

こ

が
明
め
得
ん
。
昔
日
檜

雲
門
に
問
う
、

一
念
を
起
さ
ず
、
還
た
過
有
り
や
。
門
云
く
、
須
彌
山
。
只
這
の
須
彌
山

の
三
字
、
看
る

時

味
無
し
と
難
も
、
看
る
こ
と
久
し
く
し
て
自
か
ら
分
明
な
り
。
但
だ
此

の
力
め
て
行
じ
力
め
て
究
む
る
を
以
て
、
當
に
接
談
交

笑

の
庭
、
動
静
語
獣
の
中
、
或
い
は
是
非
未
だ
決
せ
ず
、
或

い
は
方
寸
擾
擾
に
於
て
、
但
だ
此
の
話
頭
を
基
し

て
忘
却
せ
し
む
る
こ

お
い

と
勿
る
べ
し
。
奮
に
伍
り
て

一
一
牧
蹄
し
て
、
自
身

の
中
に
在

て
、
念
を
起
す
者
は
是
れ
誰
ぞ
、
無
念
の
者
は
又
た
是
れ
誰
ぞ
と
看

よ
。
是

の
如
く
返
観
す
る
こ
と
久
久
な
ら
ば
、
般
若
圓
成
に
し
て
、
洞
明

の
時
節
有
ら
ん
。
洞
明
の
後
如
何
。
塵
塵
華
藏
海
、
庭
庭

普
賢
門
。

以
下
、
法
語
の
出
典
を
中
心
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ち
か

こ
れ

○
道
固
非
遠
は
、
『孟
子
』
離
婁
篇
上
に
、
「道
は
魎
き
に
在
り
、
而
も
諸
を
遠
き
に
求
む
。
事
は
易
き
に
在
り
、
而
も
諸
を
難
き
に
求
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は

む
」
と
あ
る
。
○
無
別
法
は
、
『景
徳
録
』
巻
十

一
、
仰
山
慧
寂
章
に
、
「信
曰
く
、
此
の
格
を
除
く
の
外
、
還
た
別

に
方
便
有
り
、
學
人

を

し
て
得
入
せ
し
む
る
や
。
師
曰
く
、
別
に
有
る
も
別
に
無
き
も
、
汝
が
心
を
し
て
不
安
な
ら
し
む
」
と
あ
る
。
○
密
用
は
、
『寳
鏡
三

昧
』
に
、
「潜
行
密
用
は
、
愚
の
如
く
魯
の
如
し
」
と
あ
る
。
○
信
心
は
、
『信
心
銘
』
に
、
「信
心
は
不
二
に
し
て
、
不
二
信
心
な
り
」

つ
い

あ

と
あ
る
。
○
思
量
は
、
『景
徳
録
』
巻
十
四
、
藥
山
惟
撮
章
に
、
「師
坐
す
る
次
で
、
有
る
曾
問
う
、
兀
兀
地
に
什
塵
を
か
思
量
す
。
師
曰

く
、
箇
の
不
思
量
底
を
思
量
す
」
と
あ
る
。
○
分
別
は
、
『碧
巌
録
」
四
七
則
、
本
則
評
唱
に
、
「是
の
法
は
思
量
分
別
の
能
く
解
す
る
所

こ
の
か

に
非
ず
」
と
あ
る
。
○
入
頭
は
、
『雲
門
廣
録
』
巻
中
に
、
「
一
日
云
く
、
夏
に
入
る
こ
と

來

た
十

一
日
、
還
た
入
頭
を
得
る
や
」
と
あ

る
。
○
不
疑
之
地
は
、

『五
燈
會
元
』
巻
十
四
、
芙
蓉
道
楷
章
に
、
「投
子
曰
く
、
汝
不
疑
の
地
に
到
る
や
。
師
即

ち
手
を
以
て
耳
を
掩

う
」
と
あ
る
。
○
返
覆
推
窮
は
、
『景
徳
録
』
巻
五
、
司
室
本
浮
章
に
、
「返
観
し
て
心
を
推
窮
す
る
に
、
心
も
亦
た
假
名
な
る
こ
と
を
知

る
」
と
あ
る
。
○
阿
難
七
庭
徴
心
は
、
繹
隼
が
心

の
あ
り
か
を
め
ぐ

っ
て
、
七

つ
の
問
答
を
示
し
て
阿
難
の
執
著
を
目
ざ
め
さ
せ
た
こ
と

を

い
う

(荒
木
見
悟

『樗
嚴
経
』
〈佛
教
経
典
選
14
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
〉
四
八

・
三
六
四
頁
)。
○
徴
之
至
無
可
奈
何
庭
、
…
…
蕩
然
無
擬

は
、
『楊
嚴
経
』
巻

一
に
、
「阿
難
言
う
、
如
來
、
現
今
心
の
所
在
を
徴
す
、
而
も
我
れ
心
を
以
て
推
窮
し
尋
逐
す
。
即
ち
能
く
推
す
る
者
、

お

も

我

れ
心
と
將
爲
う
。
佛
言
う
、
咄
、
阿
難
、
此
れ
汝
が
心
に
非
ず
。
阿
難
、
嬰
然
と
し
て
座
を
避
け
、
合
掌
起
立
し
て
佛
に
白
す
、
此
れ

我

が
心
に
非
ず
、
當
に
何
等
と
名
つ
く
べ
し
。
…
…
」
巻
三
に
、
「…
…
爾

の
時
阿
難
、
及
び
諸
も
ろ
の
大
衆
、
佛
如
來

の
微
妙

の
開
示

を
蒙
り
、
身
心
蕩
然
と
し
て
、
呈
磯
無
き
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
○
眞
心
は
、
『樗
嚴
経
』
巻

一
に
、
「佛
言
う
、
善

い
か
な
阿
難
、
汝
等

當

に
知
る
べ
し
、

一
切
衆
生
、
無
始
よ
り
來
た
、
生
死
相
績
す
る
に
、
皆
な
常
住

の
眞
心
は
、
性

浮
明

の
膿
を
知

ら
ず
、
諸
も
ろ
の
妄

想

を
用
う
る
に
由
る
を
」
と
あ
り
、
本
性
と
し
て
清
浮
澄
明
な
心
を

い
う
。
○
磯
後

一
錐
は
、
『景
徳
録
』
巻
九
、
黄
桀
希
蓮
章
に
、
「或

い
は
草
根
下
に

一
箇
の
漢
有
る
に
遇
わ
ば
、
便
ち
頂
上
よ
り

一
錐
し
て
他
を
看
る
」
と
あ
る
。
○
大
事
は
、
『法
華
経
』
巻

一
、
方
便
品

に
、
「舎
利
弗
よ
、
云
何
が
諸
佛
世
隼
、
唯
だ

一
大
事
因
縁
を
以
て
、
故
に
世
に
出
現
す
と
名
わ
ば
、
諸
佛
世
隼
は
、
衆
生
を
し
て
佛
知

見
を
開
か
し
め
、
清
漂
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
、
故
に
世
に
出
現
す
、
と
」
と
あ
り
、
衆
生
に
佛
の
知
見
を
開
か
せ
る
と
い
う

一
大
事
因
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縁
を
さ
す
。
○
披
剥
萬
象
、
析
出
精
明
は
、
『楊
嚴
経
』
巻
二
に
、
「汝
は
微
細
に
萬
象
を
披
剥
し
、
精
明
澤
妙
の
見
元
を
析
出
す
べ
し
」

と
あ
る
。
○
動
艀
二
相
は
、
『拐
嚴
経
』
巻
三
に
、
「阿
難
よ
、
若
し
耳
に
因

っ
て
生
ず
と
せ
ば
、
動
静
の
二
相
、
既
に
現
前
せ
ざ
れ
ば
、

根

は
知
を
成
ぜ
ず
」
と
あ
る
。
○
金
剛
経
云
、
若
見
諸
相
非
相
、
即
見
如
來
は
、
『金
剛
経
』
五
分
に
あ
る
。
如
來

は
相

(計
二
の
特
徴
)

が
そ
な
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
を
相

(特
徴
)
と
す
る
と
見
れ
ば
、
如
來
を
見
た
こ
と
に
な
る
。
白
居
易
は
讃
暉
経

(『白
居
易
集
』
巻
光
二
)

に
、
「須
ら
く
諸
相
は
皆
な
非
相
と
知
る
べ
し
、
若
し
無
鯨
に
住
せ
ば
却

っ
て
有
鯨
」
と
讃
む
。
○
清
浮
本
然
、
云
何
忽
生
山
河
大
地
は
、

『樗
嚴
経
』
巻
四
に
よ
る
。
〇

一
人
登
眞
蹄
源
、
灼
然
十
方
虚
室
、
悉
皆
消
損
は
、
『樗
嚴
経
』
巻
九
に
、
「汝
等

一
人
、
眞
を
襲

い
て
元

に
蹄
せ
ば
、
此
の
十
方
の
室
は
、
皆
な
悉
く
錆
損
す
」
と
あ
り
、
源
と
元
は
音
通
。
○
過
去
心
不
可
得
、
現
在
心
不
可
得
、
未
來
心
不
可

得

は
、
『金
剛
経
』
十
八
分
に
基
づ
く
。
○
大
地
無
寸
土
は
、
『大
慧
録
』
巻
十
に
、
コ

箭

紅
心
に
中
た
れ
ば
、
大
地

寸
土
も
無
し
」

と
あ
る
。
○
會
得
是
障
擬
、
不
會
不
自
在
は
、
不
詳
。
『景
徳
録
」
巻
計
、
魏
府
華
嚴
長
老
示
衆
に
、
「若
し
會
得
せ
ば
、
師
今
無
擬
自
在

も

の
眞
人
、
若
也
し
未
だ
會
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
箇
の
櫓
枷
帯
鎮
重
罪
の
人
」
と
あ
り
、
障
擬
は
無
障
擬
、
も
し
く

は
無
磯
の
間
違

い
で

あ

ろ
う
。
○
疑
心
は
、
『臨
濟
録
』
示
衆
に
、
「祢
が

一
念
の
疑
は
、
即
ち
魔

の
心
に
入
る
」
と
あ
る
。
○
膣
察
は
、

『景
徳
録
』
巻
廿
五
、

章
義
道
欽
章
に
、
「何
ぞ
古
人
の
方
便
を
艦
察
せ
ざ
る
」
と
あ
る
。
○
自
心
は
、
『碧
巌
録
』
九
七
則
、
本
則
評
唱
に
、
「萬
法
は
皆
な
自

心
よ
り
出
づ
」
と
あ
る
。
○
信
問
雲
門
、
不
起

一
念
、
還
有
過
也
無
。
門
云
、
須
彌
山
は
、
『雲
門
廣
録
』
巻
上
に
あ
る
。
道
元
は

『永

卒
廣
録
』
巻

一
に
こ
の
公
案
を
取
り
上
げ
る
。
〇

一
念
は
、
『傳
心
法
要
」
に
、
コ

念
も
諸
見
を
起
さ
ば
、
師
ち
外
道
に
落

つ
」
と
あ
る
。

あ
し
た

ざ
ぜ
ん

○
味
は
、
『白
居
易
集
』
巻
廿
三
、
道
を
味
わ
う
に
、
「歯
を
叩
き

日辰
に
興
き
て
秋
院
静
か
、
香
を
焚
き
宴
坐
し
て
晩
窓
深
し
」
と
あ
る
。

味

道
に
通
ず
る
。
○
華
藏
海
は
、
『梵
網
経
』
巻
上
に
、
「盧
舎
那
佛
、
…
…
蓮
花
藏
世
界

の
海
に
住
す
」
と
あ
り
、

『景
徳
録
』
巻
十
、

天
龍
章

に
、
「各
お
の
に
華
藏

の
性
海
有
り
、
功
徳
を
且
ハ足
す
」
と
あ
る
。
○
普
賢
門
は
、
『景
徳
録
』
巻
廿
六
、
瑞
鹿
本
先
章
に
、
「天

台
教
中
、
文
殊

・
観
音

・
普
賢
の
三
門
を
説
く
、
文
殊
門
は

一
切
の
色
、
観
音
門
は
、

一
切
の
聲
、
普
賢
門
は
、
歩
を
動
か
さ
ず
し
て
到

る
、
と
」
と
あ
り
、
『臨
濟
録
』
示
衆
に
、
「祢
が

一
念
心

の
無
差
別
光
は
、
庭
庭
総
て
是
れ
眞
の
普
賢
な
り
」
と
あ
る
。
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以
上
の
出
血
ハを
踏
ま
え
、
以
下
に
現
代
語
課
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

眞
の
道
は
元
も
と
高
遠
な
及
び
難

い
も

の
で
な
く
、
道
を
窮
め
る
の
は
人
に
在
り
ま
す
。
た
だ
あ
な
た
が
ま

っ
し
ぐ
ら
に
進
め
な

い
の
を
氣
に
し
ま
す
。
故
に
面
と
向
う
と
千
里

の
遠
さ
が
あ
り
、
あ
な
た
の
行
い
が
多
く
の
因
縁
に
よ
り
隔
て
ら
る
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
し
信
じ
て
疑
わ
ず
、
道
を
窮
め
よ
う
と
努
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
し
か
る
べ
き
時
が
到
來
し
因
縁
が
成
熟
し
て
、
道
に
通
じ

な
い
課
が
な
く
、
心
も
明
白

で
な
い
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
に
よ
く
達
し
た
う
え
に
心
も
は

っ
き
ゅ
し
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
感
寛

の
封
象
の
所
に
あ

っ
て
も
、

一
切
の
封
象
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
是
非
の
範
疇
に
あ

っ
て
も
是
非
善
悪

の
迷
い
を
追
い
掛
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
段
階
に
到
り
ま
す
と
、
そ
の
人
を
大
自
在
の
人
と
言
い
、
出
塵

の
羅
漢
と
言

い
ま
す
。
か
く

し
て
世
に
廣
く
行
き
わ
た

っ
た
敏
法

に
從

っ
て
も
よ
く
、
從
わ
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
。
あ
な
た
の
機
根
に
慮
じ
て
佛
が
教
化
し
、
そ

の
上
に
特
別
の
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
右
の
よ
う
な
綿
密
な
働
き
は
、
本
來
眞
の
心
の
働
き
か
ら
流
出
し
ま
す
。
も
し
こ
の
事
を
話
し
、

思
量
し
よ
う
と
す
れ
ば
く

い
違
い
、
分
別
し
た
と
た
ん
に
遠
ざ
か
り
ま
す
。
思
量
せ
ず
分
別
し
な
い
で
、
こ
の
道
は
、
ど
う
し
た
ら

一
歩
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
明
白
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
自
ら
よ

い
と
し
己
の
事
と
し
て
、
ず
ば
り
と
丸
ご
と

つ
か

ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ

っ
て
こ
そ
始
め
て
よ
ろ
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
聖
者
た
ち
は
、
自
身
を
ふ
り
返

っ
て
道
を
己

に
求
め
て
、
大
悟
徹
底
の
境
地
に
至
り
ま
す
。
自
身
を
ふ
り
返
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
所
で
四
六
時
中
、

子
細
に
自
身
を
再
三
推
し
窮
め
る
こ
と
、
例
え
ば
、
繹
箪
が
樗
嚴
會

の
時
に
阿
難
の
た
め
に
心
の
あ
り
か
を
め
ぐ

っ
て
、
七

つ
の
問

答
を
示
し
て
執
著
を
目
豊
め
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
心
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
情
況
に
な
っ
て
、

彼
の
思
量
が
壷
き
分
別
が
無
く
な
り
、
本
來
清
浮
な
心
の
あ
り
か
を
見
抜

い
た
状
態
を
待

っ
て
、
繹
隼
が
そ
の
上
に

一
喝
を
與
え
ら

れ
ま
し
た
。
阿
難
が
驚

い
て
坐
庭
を
引
き
さ
が
ろ
う
と
す
る
と
時
に
、
頭

の
て
っ
ぺ
ん
に
錐
を
打
ち
込
ん
で
、
彼
に
と
こ
と
ん
ま
で

執
着
を
跡
形
も
な
く
解
清
さ
せ
る
こ
と
が
始
め
て
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
阿
難
の
見
解
で
あ

っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
あ
な
た
の
参
暉
學

道
が
、
そ
の
場
で
明
ら
か
に
な
る
道
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
現
在
あ
な
た
は
言
う
ま
で
も
な
く
信
心
が
こ
の
上
な
く
深

い
も
の
が
あ
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り
、
ま
さ
し
く
道
を
窮
め
る
と

い
う

一
大
事
因
縁
に
カ
タ
を
つ
け
る
根
源
で
す
。
そ
の
上
ま
し
て
師
家
を
訪
ね
、
榜
嚴
経
の
奥
旨
を

窮
め
ら
れ
、
毎
日
金
剛
経
を
讃
訥
さ
れ
て
い
て
、
な
お
さ
ら
で
す
。
こ
の
二
経

の
そ
こ
に
は
、
甚
だ
人
を
導
き
敏
化
す
る
の
に
ぴ
た

り
と
適
合
し
た
も
の
が
あ
り
、
明
ら
か
に
説
き
壼
す
庭
も
多

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
萬
象
の
實
髄
を
剥
き
出
し
、
精
密
明
瞭
な
覗
畳

の
根
元
を
摘
出
し
て
、
書
に
窮
め
夜
に
思
い
、
動
に
思
い
静
に
窮
め
る
こ
と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
動
か
静
の
い
ず
れ
か

の
境
が
、
明
ら
か
に
生
ぜ
ず
、
室
も
室
と
す
る
も
の
が
な
く
、
寂
も
寂
と
す
る
も
の
が
な
く
、

一
物
も
な
く
、
静
寂
そ
の
も
の
の
状

態
も
、
ま
だ
大
悟
し
た
無
上
の
境
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
剛
経
に
い
う
、
如
來
は
相

(計
二
の
特
徴
)
が
そ
な
わ

っ
て
い
な
い
こ

と
を
相

(特
徴
)
と
す
る
と
見
れ
ば
、
如
來
を
見
た
こ
と
に
な
る
、
と
。
目
前

の
青
山
流
水
、
森
羅
萬
象
は
、
多
様
な
相
で
あ

っ
て
、

非
相
と
は
ど
う

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
相
が
そ
な
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
如
來
が
現
前
し
ま
す
。
是
非
と
も
こ
の

一
大

事
因
縁
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
い
も

の
で
す
。
ど
う
か
次
の
よ
う
に
望
み
ま
す
、
今
の
世
の
出
來
事
を
輕
減

さ
れ
、
佛
道
に
心
を
存
し
て
返
顧
し
、
本
來
清
湧
な
も

の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
ゆ
く
り
な
く
も
山
河
大
地
等
諸
≧
の
作
り

な
さ
れ
た
現
象
を
生
み
だ
す
の
か
考
察
さ
れ
た
い
。
こ
の
山
河
大
地
は
、
本
來
ど
こ
か
ら
來
て
、
壊
劫
の
火
災
は
焼
き
書
し
て
、
ど

こ
に
行
く
の
か
、
と
。
こ
の
よ
う
に
本
質
ま
で
窮
め
、
こ
の
よ
う
に
行

い
、
行

っ
た
上
に
窮
め
る
こ
と
が
深
か

っ
た
な
ら
ば
、
山
河

大
地
は
外
か
ら
來
た
も
の
で
は
な
い
し
、
日
月
星
も
他
か
ら
出
て
來
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
境
地
に
な

っ
て
、

一
人
眞
を

登
し
源
に
蹄
す
れ
ば
、
十
方
の
虚
室
は
こ
と
ご
と
く
消
え
失
せ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
過
去
の
心
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
し
、
現
在

の
心
も
と
ら
え
ら
れ
な
い
し
、
未
來
の
心
も
と
ら
え
ら
れ
な
い
、
と
ら
え
ら
れ
な
い
中
で
、
諸
現
象
を
仕
留
め
ら
れ

・
ば
、
そ
れ
が

輝
宗
で
い
う
、
人
が
心
を
見
て
取
る
と
、
大
地
に
足
を

つ
け
る
地
面
も
な

い
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
す
。
古
徳
も
い
っ
て
い
ま
す
、

會
得
す
れ
ば
自
在
に
通
達
し
て
磯
げ
が
な
く
、
會
得
し
な
い
と
自
在
で
な
い
、
と
。
か
く
し
て
會
得
す
る
と
、
色

々
と
甚
し
い
違

い

も
、
み
な

一
源
に
蹄
し
、
楊
嚴

・
金
剛

の
世
界
と
、
灘
と
は
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
疑
い
の
心
が
破
れ
ず
、
膿
得
省
察
す
る
こ

と
が
ま
だ
は

っ
き
り
と
見
え
な
け
れ
ば
、
暉
と
教
と
に
違

い
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
が
宗
は
有
り
の
ま

・
に
言
い
ま
す
と
、
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た
だ
そ
の
本
を
得
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
末
を
得
な
い
の
を
悩
む
こ
と
な
く
、
た
だ
佛
と
作
る
の
を
知
り
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
佛
の
語

を
解
し
な

い
こ
と
に
悩
ま
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
わ
が
心
を
悟
り
得
る
と
、
通
達
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
っ
た

い
、
わ
が
心

は
ど
う
す
れ
ば
悟
り
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
昔
あ
る
曾
が
雲
門
に
問
う
た
、

一
念
た
り
と
も
諸
≧
の
分
別
心
を
起
さ
な
く
と
も
、
落

度
が
あ
り
ま
す
か
。
雲
門
が
答
え

て
い
う
、
そ
れ
は
須
彌
山
の
よ
う
に
不
動
だ
。
こ
の
須
彌
山

の
三
字
こ
そ
は
、
よ
く
見
る
時
、
味

わ
い
が
な
く
と
も
、
よ
く
見
て
い
る
と
自
然
に
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
專
ら
勤
め
て
己
事
を
究
明
し
、
話
し
た
り
笑

っ
た
り
し
て
い

る
時
、
膿
を
動
か
し
禮
を
休
め
語
り
獣
し
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
是
非
が
ま
だ
決
着
せ
ず
、
あ
る
い
は
心
が
騒
ぎ
齪
れ
て
い
る
時
で

も
、
ひ
た
す
ら
こ
の
公
案
を
提
起
し
て
、
忘
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
今
ま
で
の
よ
う
に

一
つ

一
つ
問
題
を
始
末
し
自
己
の

中
に

一
念
を
起
す
者
は
誰
か
、
さ
ら
に
無
念

の
者
は
誰
か
と
よ
く
見
な
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
こ
と
が
久
し
け
れ
ば
、
般
若

の
智
慧
が
圓
か
に
成
就
し
て
、
明
ら
か
に
知
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に
知

っ
た
後
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
、

一
切
の
現
象

は
佛

の
居
ら
れ
る
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
こ
も
差
別
の
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
心
が
普
賢
の
世
界
で
あ
り
ま
す

。

蘭
漢
は
、
左
馬
輝
門
に
眞
の
道
を
窮
め
、
己
の
事
と
し
て
参
暉
學
道
す
る
こ
と
を
勧
め
、
佛
道
に
心
を
存
し
、
そ

の
本
を
得
、
作
佛
を

知

る
よ
う
に
と
読
き
、
暉
門
の
信
心
が
こ
の
上
な
く
深
く
、

一
大
事
因
縁
を
悟
る
機
縁
が
熟
し
て
い
る
と
働
ま
し
て

い
る
。
世
事
を
輕
減

し
、
佛
道
に
心
を
存
す
る
よ
う
に
と
説
く
こ
と
は
、
鎌
倉
幕
府

の
要
路
者

へ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
北
條
時
宗
に
比
定
し
た
い
が
、
十

二
歳
～
十
四
歳
に
當
り
、
若
年
過
ぎ
る
と
い
う
難
黙
が
あ
る
。
た
だ
現
在
の
目
で
見
る
と
若
年
す
ぎ
る
が
、
當
時

の
成
熟
年
齢
か
ら
す
る

と
、
時
宗
に
與
え
た
法
語
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
、
と
思

っ
た
り
も
す
る
。

時
宗

の
十
二
歳

(弘
長
二
年

・
一
二
六
二
)
か
ら
十
四
歳

(文
永
元
年

・
六
四
)
の
聞

の
こ
と

・
す
る
と
、
蘭
漢
が
建
寧
寺
を
退
院
し
て
鎌

倉

に
蹄

っ
て
か
ら
時
宗
に
與
え
た
法
語
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
『大
覧
録
」
は
、
常
樂
録

・
建
長
録

・
建
寧
録
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
建
長
で
の
再
住
録
は
含
ま
れ
な
い
。
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『大
寛
録
』
は
、
巻
下
の
最
後
の
所
に
、

敷
差
住
持
臨
安
府
御
前
香
火
浮
慈
報
恩
光
孝
琿
寺
嗣
租
比
丘
智
愚
校
勘

(93
a
)。

と
あ
り
、
虚
堂
智
愚
が
校
勘
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
語
録

の
序
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る

(46
a
)。

慧
性

五
租
法
演

蘭
漢
隆
老
は
、
蜀
を
出
で
て
南
遊
す
。
蘇
壷
の
讐
塔
に
至

っ
て
、
無
明
性
輝
師
の
室
中
に
、

東
山
の
牛

窓
揺

を
過
ぐ
る
の
話
を
墨

崇
嶽

さ

す
る
に
遇

い
、
遽
に
省
有
り
。
是
に
於
て
松
源
の
破
沙
盆
を
提
げ
傳
う
る
所
を
得
る
こ
と
を
知
る
。
後
十
藪
年
、
海
に
航
し
て
日
本

に
か
く
。
殆
ん
ど
宿
契
あ
る
が
若
く

廼
ち
大
い
に
宗
風
を
振
う
。
其
の
門
人
暉
忍
・
三
會
の
語
録
を
穫
め
、
序
を
余

に
請
う
。
余

其

の
略
を
観
る
に
曰
く
、
寒
巌
幽
谷
、
面
面

春
を
回
ら
し
、
此
土
他
邦
、
頭
頭

轍
に
合
す
、
と
。
故
に
因

っ
て
序
す
と
云
う
。
時

一
二
六

二

に
大
宋
景
定
三
年
二
月
望
日
、
特
に
左
右
街
都
檜
録
に
轄
じ
、
敏
門
の
公
事
を
主
管
す
る
、
住
持
上
天
竺
廣
大
露
感
観
音
教
寺
、
兼

住
持
顯
慈
集
慶
教
寺
、
天
台
の
教
観
を
傳
う
、
特
賜
紫
金
欄
衣
、
特
賜
佛
光
法
師
法
照
。

蘭
漢
道
隆
氏
は
、
蜀
の
地
を
出
て
か
ら
南
遊
す
る
こ
と
に
な
る
。
姑
蘇
山
上

(蘇
州
)
の
讐
塔
寺
に
至
る
と
、
無
明
慧
性
灘
師

の
室
中

で
、
五
祀
法
演
が
東
山
に
あ

っ
て
水
牛
が
窓
の
格
子
越
し
に
通

っ
て
い
っ
た
公
案
を
提
起
す
る
の
に
出
合

い

(『無
門
關
』
計
八
則
)、
か
く

て
悟
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
松
源
崇
嶽
が
こ
わ
れ
た
盆
を
提
示
し
傳
え
る
も
の
が
あ
る
の
を
了
解
し
無
明
を
通
し
て
法
を
纏
承
し

た
。
十
籔
年
経
過
し
た
後
、
海
を
渡
り
日
本
に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
前
世
か
ら
の
因
縁
の
よ
う
で
、
か
く
し
て
大
い
に

宗
風
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
門
人
の
暉
怨
は
、
三
會
の
語
録
を
編
集
し
、
序
文
を
私
に
求
め
た
。
私
が
ざ

っ
と
見
た
中
に
次

の
よ
う
な
隔
封
が
あ
る
。
表
向
き
は
巧
み
な
作
略
を
用

い
て
、
高
い
崖
、
奥
深
い
谷
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
春
が
再
び
巡

っ
て
來
、
密
か
に
玄

妙
な
働
き
を
開
示
し
、
あ
ち
こ
ち
ど
こ
も
道
に
ぴ
た
り
と
合

っ
て
い
る
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
に
序
文
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
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(
2
)

(
3
)

蘭
漢

の
門
人
暉
怨
は
、
三
會

(常
樂

・
建
長

・
建
寧
)
の
語
録
を
集
め
て
、
序
文
を
晦
巖
法
照
に
求
め
、
序
が
で
き
た
の
は
、
景
定
三
年

二
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
す
る
と
、
先
に
見
た

「蘭
漢
道
隆
の
四
六
文
」
に
お
い
て
、
『大
寛
録
』
の
年
代
設
定
を
、
玉
村
竹

二
説
を
承
け
て
兀
庵
普
寧
が
至

っ
た
上
堂
を
基
貼
と
し
て
、
建
長
録
の
上
堂
が
建
長
六
年

(
一
二
五
四
)
か
ら
あ
り
、
僻
衆
上
堂
を
弘
長

二
年

(
一
二
六
二
)
の
こ
と

・
し
た
。
三
會
の
語
録
と
あ
る
が
、
常
樂

・
建
長
の
二
會
録
を
晦
巌

に
見
せ
て
序
を
書

い
て
も
ら

っ
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
建
長
録
の
弘
長
元
年

・
二
年
の
箇
所
は
、
晦
巌
に
見
せ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
虚
堂
も
建
長
録

の
途
中
ま
で
し
か
見
な
く
、
建
寧
録
は
全
く
校
勘
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。、
上
堂
の
配
列
が
整

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
右
の
よ
う
に

考
え

て
し
ま

っ
た
。

更
に
、
次

の
虚
堂
の
蹟
を
讃
む
と
、
誤
り
を
糊
塗
す
る
わ
け
に
は
行
か
な

い

(
93
a
)。

　

(自
馨

む

一
筆
高
出
於
眠
峨
、

(董
轟

毒

　

(儲
纈蝋　

乗
檸
干
海
、

(淵
獣
轟

　

騨
難
塑

　

大
行
日
本
國
中
、

　

三
董
牛
千
雄
席
。

　

(灘
騨

＼
忍
輝
久
侍
雪
応
、

戸
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r
遠
訪
四
明
銭
梓
。

「

　

　

(脂瓢
膿
難

灘

　

景
定
甲
子
春
二
月
、
虚
堂
智
愚
書
干
津
慈
宗
鏡
堂
。

宋
に
名
柄
有
り
、
自
ら
蘭
漢
と
號
す
。

扉
耶
高
く
眠
峨
よ
り
出
で
、
萬
里

呉
越
に
南
詞
す
。
陽
山
に
旨
を
領

し
、
到
頭

無
明
を

も
た

識
ら
ず
、
脚
を
擾
ぐ
る
こ
と
千
鈎
、
肯
え
て
松
源
の
家
法
を
践
む
。
檸
に
海
に
乗
り
、
大
い
に
日
本
の
國
中
に
行
き
、
淵
獣
雷
聲
、

三
た
び
孚
千
の
雄
席
を
董
す
。
之
が
歳
月
を
積
み
、
遽
に
簡
編
を
成
す
。
怨
輝
久
し
く
雪
庭
に
侍
し
、
遠
く
四
明
を
訪

い
梓

に
鎭
ま

ん
と
す
。
言

及
ば
ざ
る
庭
、
務
め
て
正
脈
の
流
通
を
要
し
、
用
蓋
き
る
時
無
く
、
切
に
林
を
望
み
渇
を
止
む
る
こ
と
を
忌
む
。

む
か

よ

○

第

、

眠

峨

は
、

『文

選
』

巻

四

、
蜀

都

賦

に
、

「夫

れ

蜀
都

は

、

…

…
峨

眉

の
重

阻

に
抗

う

。

…

…

耶

竹

嶺

に
縁

り

、

菌

桂

崖

に
臨

ほ
り

わ
か

む

。

…

…

西

に
則

ち

右

の

か

た

眠

山

を

挟

ん

で

、

漬

を

湧

し

川

を

襲

す

」

と

あ

る
。

○

陽

山

は

、

隼

相

寺

(
卒
江
府
)

の
こ

と

(
『無

明

馬
租

く
ら

録
』
)。
○
領
旨
は
、
『景
徳
録
』
巻
八
、
打
地
章

に
、
「析
州
打
地
和
尚
。
江
西
に
旨
を
領
し
て
よ
り
、
自
ら
其

の
名
を
晦
ま
す
」
と
あ
り
、

『祀
堂
集
』
巻
六
、
洞
山
良
紛
章
に
、
「後
、
雲
邑
に
蓼
じ
、
書
く
玄
旨
を
領
す
」
と
あ
る
。
○
到
頭
は
、
『碧
巖
録
』
計
四
則
、
煩
評
唱

に
、

「到
頭

霜
夜
の
月
、
任
蓮
と
し
て
前
漢
に
落

つ
」
と
あ
る
。
○
不
識
は
、
『信
心
銘
』
に
、
「玄
旨
を
識
ら
ざ
れ
ば

、
徒
ら
に
念
静
に

勢
す
」
と
あ
る
。
○
無
明
は
、
『臨
濟
録
』
示
衆
に
、
「弥
が

一
念
心
の
激
得
す
る
庭
、
喚
ん
で
菩
提
樹
と
作
す
。
祢

が

一
念
心

の
漱
得
す

る
こ
と
能
わ
ざ
る
庭
、
喚
ん
で
無
明
樹
と
作
す
」
と
あ
る
。
師
匠
の
無
明
慧
性
を
も
さ
す
。
○
擾
脚
は
、
『無
門
關
』
廿
則
に
、
「松
源
和

な
に

も
た

た

尚
云
く
、
大
力
量

の
人
、
甚
に
因
り
て
脚
を
擾
げ
起
た
ざ
る
。
口
を
開
く
こ
と
舌
頭
上
に
在
ら
ず
」
と
あ
る
。
○
千
鉤
は
、
『景
徳
録
』

巻
十

二
、
西
院
思
明
章
に
、
「問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
臨
濟

の

一
喝
。
師
曰
く
、
千
鉤
の
弩
、
聡
鼠
の
爲
に
機
を
襲
せ
ず
」
と
あ
る
。

な
ん
じ

○
松
源
は
、
無
明

の
師
、
松
源
崇
嶽

の
こ
と
。
○
家
法
は
、
『虚
堂
録
』
巻
八
、
「次

の
日
の
上
堂
。
潟
山

仰
山
に
問
う
、

子

一
夏

上

た

來
せ
ず

の
公
案
を
墨
す
。
師
拮
じ
て
云
く
、
潟
山

の
家
法
森
嚴
、
ロ
バ是
だ
仰
山
不
合
に
組
諌
を
道
著
す
」
と
あ
る
。
○
乗
桿
干
海
は
、
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い
か
だ

『論

語
』
公
冶
長
篇
に
、
「子
曰
く
、
道

行
わ
れ
ず
、

桿

に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
」
と
あ
る
。
○
淵
獣
雷
聲
は
、

『荘
子
』
天
蓮
篇
に
、

「子
貢
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
人
に
固
よ
り
　
居
し
て
龍
見
し
、
淵
獣
し
て
雷
聲
し
、
襲
動
す
る
こ
と
天
地
の
如
き
者
有

る
か
」
と
あ
る
。

○
怨
暉
は
、
『虚
堂
録
黎
耕
』
に
、
「忠
曰
く
、
怨
暉
は
蘭
漢
の
徒
、
暉
忍
暉
人
な
り
」
と
あ
る
。
○
雪
庭
は
、
二
祀
慧
可
が
達
摩
に
雪
庭

で
入
門
し
た
と
き
の
こ
と
を
さ
す
。
○
正
脈
は
、
『碧
巖
録
』
七
三
則
、
本
則
評
唱
に
、
「須
是
ら
く
正
脈
裏
に
向
て
自

ら
看

て
、
初
め
て

(
4
)

穏
當

な
る
を
得
ん
」
と
あ
る
。
○
望
林
止
渇
は
、
『世
説
新
語
』
巻
下
、
假
謡
篇
に
、
「魏

の
武

行
役
し
て
汲
道
を
失

い
、
三
軍
皆
な
渇

み

な
ら

の

す
。
乃
ち
令
し
て
曰
く
、
前
に
大
梅
林
有
り
、
子
を
饒
し
て
甘
酸
、
以
て
渇
を
解
く
可
し
。
士
卒
之
を
聞
き
て
、
口
皆
な
水
を
出
だ
す
。

此

れ
に
乗
じ
て
前
の
源
に
及
ぶ
こ
と
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
○
浮
慈
は
、
『盧
堂
録
』
巻
三
、
潭
慈
録
に
、
「師
景
定
五
年
正
月
十
六
日
寺

に
入
る
」
と
あ
る
。
○
宗
鏡
堂
は
、
『扶
桑
五
山
記
』
巻

一
、
大
宋
國
諸
寺
位
次
、
第
四
浄
慈
寺
に
、
「宗
鏡
堂
法
堂
」
と
あ
る
。

右

の
典
擦
等
に
よ
り
な
が
ら
日
本
語
繹
を
以
下
に
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

つ
え

宋
に
名
の
あ
る
輝
信
が
い
て
、
自
分
か
ら
道
號
を
蘭
漢
と
稻
し
て
い
る
。
彼
は
四
川
の
笠
を
つ
き
眠
山

・
峨
眉
山
の
あ
る
地
よ
り

抜
き
ん
で
て
、
遠
く
臭
越
の
地
に
法
を
求
め
て
南
詞
し
た
。
蘇
州
箪
相
寺
の
無
明
慧
性
の
も
と
で
奥
義
を
悟
り
、
ひ
っ
き
ょ
う
迷
い

を
貴
え
ず
、
向
下
門
の
働
き
を
示
し
、
足
を
あ
げ
て
坐
か
ら
起
ち
す
ぐ
れ
た
力
量
を
示
し
、
進
ん
で
法
の
上
の
祀
父
に
あ
た
る
松
源

崇
嶽
の
家
法
を
實
践
し
た
。
檸
に
乗

っ
て
東

の
海
に
乗
り
出
し
、
日
本
に
是
非
と
も
行
き
た
い
も

の
と
思

い
、
行
く
と
深
い
沈
獣
の

う
ち
に
し
か
も
雷
の
よ
う
に
佛
法
を
響
か
せ
、
常
樂

・
建
長

・
建
仁
と
三
た
び
多
く
の
修
行
者
の
い
る
大
輝
寺

の
住
持
と
な

っ
た
。

そ
の
寺
々
で
の
説
法
が
積
も

っ
て
、
書
物
と
な

っ
た
。
門
人
の
暉
忍
上
人
が
永
く
蘭
漢
に
師
事
し
、
そ
の
書
物
を
持

っ
て
遠
く
中
國

(
5
)

の
窓
口
で
あ
る
明
州
の
私
を
訪
れ
板
木
に
刻
も
う
と
し
た
。
言
葉
の
及
び
難
い
庭
も
、
で
き
る
だ
け
佛
祀
の
正
傳
の
流
通
を
願
い
、

働
き

の
蓋
き
る
こ
と
な
く
、
梅
林
を
遠
く
見

て
の
ど
の
渇
き
を
が
ま
ん
す
る
よ
う
な
こ
と
を
是
非
と
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
く
、
こ
の

大
覧
録
の
上
梓
を
言
覗
ぐ
。
景
定
五
年

(
一
二
六
四
)
二
月
、
虚
堂
智
愚
が
浮
慈
寺

の
宗
鏡
堂
に
記
す
。

左
右
、
句
作
り
の
整
わ
な
い
封
句
も
あ
る
四
六
文
と
は
い
え
、
虚
堂
が
蹟
文
を
書
い
た
の
は
景
定
五
年

の
こ
と
で
あ
り
、
臨
安
の
浮
慈



寺
に
住
持
し
た
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
校
勘

の
依
頼
は
、
晦
巌
法
照
が
序
文
を
頼
ま
れ
た
景
定
三
年
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
蘭
漢
は
三

お

お

く

た
び

五
百
の
修
行
者
か
ら
な
る
大
寺

に
住
山
し
、
そ
こ
で
の
雷
鳴
の
よ
う
な
説
法
を
編
集
し
た
三
會
の
語
録
を
怨
暉
が
虚
堂

の
も
と
に
持

参
し
て
校
勘
と
践
文
を
請
う
た
の
に
封
し
、
践

の
方
は
わ
ざ
わ
ざ
四
六
文
で
も

っ
て
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
践
の
書
か
れ
た
年
月
か

ら
し
て
も
、
建
長

・
建
寧
に
お
け
る
上
堂

の
年
月
設
定
に
は
無
理
が
あ
る
。
覧
慧

・
圓
範
が
建
長
録
を
編
集
し
た
際
に
、
兀
庵
普
寧
が
到

っ
た
上
堂
を
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

右

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
建
長
録

の
上
堂
は
、
建
長
三
年

(
一
二
五

一
)
の
途
中
か
ら
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
僻
衆
上
堂
ま
で
入

っ
て

(
6

)

い
る
こ
と
に
な
り
、
建
寧
録
は
正
元
元
年
か
ら
弘
長
元
年

(
一
二
六

一
)
も

の
と
な
る
。
三
會
録
を
見
た
上
で
、
晦
巖
も
序
文
を
書
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
前
掲

の

「建
長
寺

の
鐘
銘
」
中

(
一
三
三
頁
)
に
、
最
明
寺
の
開
堂
を
弘
長
元
年

(
一
二
六

一
)
夏
安
居

の
後

(
7
)

と

し
た

が

、

正

嘉

二
年

(
一
二
五
八
)
と

訂

正

せ
ざ

る
を

得

な

い
。

三

頂

相

贅

蘭漢道隆の法語71

(
8
)

蘭
漢
が
朗
然
居
士
の
求
め
に
磨
じ
て
頂
相
に
自
ら
賛
を
加
え
て
い
る
。
賛
そ
の
も
の
は
、

(
9
)

騨
賦
と
し
て
検
討
し
た
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
分
ち
書
き
し
て
次
に
示
す
。

　

　

拙
而
無
比
、
與
宜
佛
租
結
深
冤
。

(老
不
知
雷

爲
人
天
開
晦

　

む

是
非
海
中
闊
歩
、
輯
百
千
遭
、

(創
養

算

好
界　

　

＼
引
得
朗
然
居
士
於
霊
拳
上
、
能
定
乾
坤
、

色
々
な
圖
録
等
に
載
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
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む

/
負
累
蘭
漢
老
人
向
亘
輻
山
、
倒
乗
舵
艦
。

　

相
同
蓮
出
自
家
珍
、

(
=
且
非
從
謬

辛
未
季
春
、
住
持
建
長
輝
寺

宋
蘭
漢
道
隆
奉
爲

朗
然
居
士
、
書
干
観
瀾
閣
。

な
ら

ま
つ

拙
に
し
て
比
び
無
く
、
官

の
佛
租
と
深
冤
を
結
び
、
老
い
て
差
を
知
ら
ず
、
人
天
の
爲
に
正
眼
を
開
か
ん
と
要
す
。
是
非

の
海
中

す
す

よ

闊
歩
し
、
輻
む
こ
と
百
千
遭
、
剣
戟

の
林
裏

身
を
横
え
、
好
き
こ
と

一
片

の
謄
。
朗
然
居
士
を
霊
拳
上
に
引
得
し
、
能
く
乾
坤
を

さ
か

定
め
、
蘭
漢
老
人
を
亘
輻
山
に
負
累
し
、
倒
し
ま
に
酢
艦
に
乗
る
。
相
同
に
自
ら
の
家
珍
を
蓮
出
し
、

一
一
且

つ
外
よ
り
産
す
る
に

非
ず
。
辛
未

の
季
春
、
建
長
輝
寺
に
住
持
す
る
宋
の
蘭
漢
道
隆
、
朗
然
居
士
の
爲
に
し
奉
り
、
観
瀾
閣
に
書
す
。

○
拙
は
、
『鹿
居
士
語
録
』

に
、
「峰
笑

っ
て
曰
く
、
是
れ
我
れ
の
拙
な
り
し
か
、
是
れ
公
の
巧
み
な
り
し
か
」
と
あ
る
。
○
無
比
は
、

な
ら

『碧
巖
録
』
十
五
則
、
頒
評
唱
に
、
「博
學
に
し
て
文
才
傑
俊
、
朝
中
に
比
び
無
く
、
當
世

之
が
爲
に
猫
歩
す
」
と
あ

る
。
○
結
深
冤
は
、

『無

門
關
』
黄
龍
三
關
に
、
「怪
し
む
こ
と
莫
か
れ
、
無
門
關
の
険
、
柄
子
の
深
冤
を
結
藍
す
」
と
あ
る
。
○
正
眼
は
、
『碧
巌
録
』
普
照

序

に
、
「其
れ
惟
だ
雪
實
暉
師
は
、
超
宗
越
格
の
正
眼
を
具
し
て
…
…
」
と
あ
る
。
○
是
非
海
中
は
、
『無
門
關
』
十

五
則
に
、
コ

夜
是

た
め

非
海
裏
に
在

っ
て
著
到
し
、
直
に
天
明
を
待

っ
て
再
來
せ
ば
、
又
た
他
の
與
に
注
破
す
」
と
あ
り
、
大
疑
を
い
う
。
○
横
身
は
、
『景
徳

か
か

録

」

巻

廿

、
延

慶

奉

隣

章

に
、

「
師

曰

く

、
身

を
横

た
え

て
海

に
臥

し

、

日

裏

に
燈

を

挑

ぐ

」

と

あ

る

。
○

引

得

は
、

『碧

巖

録

』

四

〇
則

、

あ

ぎ
ょ

か
く

本
則
下
語
に
、
「黄
鶯
を
引
き
得
て
、
柳
條
よ
り
下
ら
し
む
」
と
あ
る
。
○
定
乾
坤
は
、
『景
徳
録
』
巻
廿
六
、
鎭
境
志
澄
章
に
、
「是
の

如

く
是
れ
乾
坤
を
定
む
る
底
の
創
」
と
あ
る
。
○
負
累
は
、
「楡
劫

行
わ
れ
ざ
れ
ば
、
相
負
累
す
る
こ
と
無
し
。
亦
た
世
間
に
於
て
、
宿

債

を
還
さ
ず
」
と
あ
る
。
○
向
は
、
封
か
ら
す
る
と
、
文
語
の
於
に
當
る
。
○
蓮
出
自
家
珍
は
、

『碧
巖
録
』
六
四
則
、
本
則
評
唱
に
、



か
れ

「須
是
ら
く
自
己
の
家
珍
を
蓮
出
し
て
、
方
め
て
他

の
全
機
大
用
を
見
る
べ
し
」
と
あ
る
。
○
産
は
、
『碧
巖
録
』
九
〇
則
、
本
則
評
唱
に
、

ま

につ

「中
秋
の
月
出
つ
る
に
到
る
や
、
蝉
は
水
面
に
浮
か
び
、
口
を
開

い
て
月
光
を
含
み
、
感
じ
て
珠
を
産
む
」
と
あ
る
。

私
は

へ
ま
で
あ

っ
て
他
に
並
ぶ
も
の
も
な
い
く
ら
い
だ
が
、
他
の
佛
や
租
師
方
と
共
に
修
行
者
た
ち
の
激
し

い
恨
み
を
引
き
起
こ

し
天
下
に
清
ら
か
な
揮
風
を
巻
き
起
こ
そ
う
と
し
、
老
い
て
恥
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
人
間
界
や
神
々
の
爲
に
佛
法
の
眼
目
を
開
か

せ
よ
う
と
思
う
。
あ
な
た
は
是
非
の
深
淵
に
自
由
に
行
動
し
、
滑
か
に
進
む
こ
と
が
千
回
近
く
に
も
な
り
、
剣

や
戟
の
中
に
身
を
横

え
て
も
、
み
ご
と
な

一
片

の
心
だ
。
朗
然
居
士
を
雨
拳
に
引
き

つ
け
、
天
地
を
ぴ
た
り
と
決
め
さ
せ
、
蘭
渓
老
人
を
建
長
寺
に
引
き

受
け
さ
せ
、
小
舟
に
さ
か
さ
乗
り
す
る
。
お
互

い
に
己
れ
に
本
來
具

っ
て
い
る
持
ち
前
を
獲
揮
し
、
し
か
も
、

一
つ
一
つ
外
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
も
の
で
は
な

い
。
文
永
八
年

(
一
二
七

一
)
三
月
、
建
長
寺
に
住
持
す
る
宋
出
身
の
蘭
漢
道
隆
が
朗
然
居
士

の
お
ん
爲

に
観
瀾
閣
に
お
い
て
記
す
。

こ
の
頂
相
の
賛
は
、
自
己
の
こ
と
を
述
べ
る
よ
り
も
、
朗
然
を
讃
え
善
導
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
居
士
は
、
從
來
、
推
測
さ
れ

(
10

)

て

い
る
こ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、
私
も
萱

の
内
容
か
ら
す
る
と
、
北
條
時
宗
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
と
朗
然
の
省
像
書
で

は
な
く
て
、
な
ぜ
蘭
漢
の
頂
相
な
の
か
、
読
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
の
私
に
は
説
明
で
き
な
い
。

お

わ

り

に

蘭漢道隆の法語73

左
馬
輝
門
に
與
え
た
法
語
は
、
散
文
と
四
六
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
信
心
が
こ
の
上
な
く
深

い
も
の
が
あ
り
、
『樗
嚴
経
』
の
奥

旨

を
窮
め
、
『金
剛
経
」
を
護
諦
す
る
繹
門
を
、
阿
難

へ
の
七
庭
徴
心
の
例
え
や
、
雲
門

の
須
彌
山

の
公
案
等
々
を
用

い
、

一
大
事
因
縁

に
カ
タ
を

つ
け
、
道
を
窮
め
さ
せ
よ
う
と
導
い
て
い
る
。
こ
の
暉
門
を
時
宗
と
す
る
と
、
若
す
ぎ
る
と
い
う
鮎
が
あ
る
が
、
將
來
の
得
宗

と
し
て
の
訓
育
を
受
け

つ
・
あ

っ
た
時
宗
に
、
蘭
漢

の
法
語
を
清
化
し
自
己
の
も
の
と
す
る
機
縁
が
熟
し

つ
・
あ

っ
た
と
み
て
も
よ
い
の
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で
は
と
推
察
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
な
る
と
、
こ
の
法
語
が
な
ぜ

『大
寛
録
』
に
入

っ
て
い
る
の
か
、
説
明
が

つ
か
な
く
な
る
。
村
井
氏
の
説
く
足
利
義

氏
を
左
馬
輝
門
と
す
る
と
、
常
樂
も
し
く
は
建
長
佳
持
期
聞
と
な
り
、
『大
豊
録
」
に
入

っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
は

つ
く
。
今
は
、
時
宗

に
與
え
た
も
の
か
、
義
氏
に
與
え
た
法
語
な
の
か
、
決
着
を

つ
け
る
だ
け
の
材
料

の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
。

語
録
の
序
蹟
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
き
に
み
た

「蘭
漢
道
隆
の
四
六
文
」

の
建
長
寺
で
の
上
堂
を
、
建
長
三
年

の
途
中
か
ら
正

元
元
年
の
辞
衆
上
堂
ま
で
が
、
残

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
建
寧
で
の
説
法
は
、
正
元
元
年
か
ら
弘
長
元
年
に
行
わ
れ
た
と
訂
正
せ
ざ
る

を
得
な
く
な

っ
た
。
ま
た
、
最
明
寺

の
開
堂
を
正
嘉
二
年
の
こ
と

・
訂
正
す
る
。
な
お
、
蘭
漢
が
建
長
寺
の
住
持
と
し
て
意
識
し
た
の
は

建
長
元
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
時
頼
が
建
立
を
襲
願
し
た
段
階
で
、
蘭
漢
に
住
持
の
辞
令
が
襲
令
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

頂
相
の
贅
は
、
朗
然
居
士
を
導
こ
う
と
す
る
も
の
に
な

っ
て
い
て
、
居
士
を
通
説
の
よ
う
に
、
私
も
時
宗
に
當
て
る
の
が
よ
い
、
と
考

え

る
に
到

っ
た
。

(
11
)

蘭
漢
は
、
こ
れ
ま
で
、
自
ら
の
遊
山
の
意

で
渡
來
し
た
と
こ
ろ
か
ら

(常
忍
御
房
へ
の
尺
腰
)
無
學
租
元
と
比
べ
て
低
く
見
ら
れ
る
傾
き

が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
『大
畳
録
』
の
四
六
文
を
見
て
い
る
と
、
典
擦
を
踏
ま
え
て
暉
を
説
く
そ
の
教
え
は
、
け
し
て
低

い
も

の
で
は
な

い
、
と
思
う
に
到

っ
た
。
そ
う
い
う
黙
か
ら
す
る
と
、
輝
宗
史

の
通
説
を
鮎
検
す
る
作
業
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い

。注(
1
)

川
添
昭
二
氏

の

『北
條
時

宗
』

(
人
物
叢
書

、
吉

川
弘
文
館
、

二
〇
〇

一
年
、
八
九
頁
)
は
、
村
井
読
に
よ
る
。

(
2
)

示

暉
怨
上

人

(
『大
覧
録
』

巻
下
、

84
c
)

法
語

は
、
四
六
文

に
よ
り
作
製
さ
れ

て
い
る
。

　

(蝦
雛

直
饒

　

(垢構
難

　

本
自

圓
成

、

　

愈
見
遼

逸
。
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震
旦
望
扶
桑

、

(馨

零

若
是
個
具
徹
法
慧
眼
離
念
明
智
底
、
説
甚
言
前
句
下
。

り

終
不
堕

千
聖
關
振
子

中
、

(直
要
出
諸
墾

頭
卑

　

　

(繍
糊
灘

塘

所
以
巌
頭
久
随
徳
山
、
而
不
肯
徳
山
。
是
知

　

智

過
於
師

、

(方
堪
霧

老
拙
自
主

亘
輻
以
來
、
碁
十

三
載
、

　

荷

兄
道

聚
、

(蛮
毎

毎
愛
其
朴
實
無
偽
。

　

屡
於
談
話
聞
引
喩
相
撃
、

(兄
但
微
笑
而
不
聾
樽

一
日
焼
香
出
紙
云
、
某
欲
渡
宋

む

(雛魏
酬

乞

一
語
而
爲
往
來
受
用
。
遽
告
之
日
、

　

吾
語
非
渠
受
用
之
物
、

(若
要
受
用
無
轟

此
去
博
多
解
縄
後
、
縷
到
四
明
、
径
往
天
台

山
。
國
清
寺
内

有
個
老
豊
干
、
現
在
彼
中
、
鋸
虎
頭
牧
虎
尾
。
可
趨
前
作
禮

剖
露

。
其
詳
必
爲
汝
饒
舌
。
然
後
却
持
蹄
來
、
爲
無
蓋
受
用
。

彼
若

問
拙
者
事
時
、
低
聲
向
道
、

　

夜

行
徒

衣
錦

、

(年
輩

毎

更
問
如
何
若
何

、
切

不
得
漏
泄
。

も

と

了
に
趣
向

の
庭
無

く
、
本
自

よ
り
圓
成

し
、
綾
か

に
思
惟

に
渉

た

と

る
時

、
愈

い
よ
遼
遡

を
見

る
。
直
饒

い
言
前

に
構
得

し
、
句
下

にな

蹄

を
知

る
も
、
震
旦

よ
り
扶
桑
を
望

み
、
猫
お
槍
浜
を
隔

つ
る
在

も

り
。
若
是

し
個

の
徹
法

の
慧
眼

・
離
念

の
明
智
を
具
す

る
底
は
、

甚

の
言
前
句

下
と
読

か
ん
。
終

に
千
聖

の
關
振
子

の
中

に
墜
せ
ず
、

直
に
諸
祀
を

】
頭
地

の
外

に
出

で
ん
こ
と
を
要
す
。
横
拮
倒
用
、

逆
行

順
行

、
妙
輻
臨
機
、
山豆
に
他
力
を
假
ら

ん
や
。
所
以

に
巖
頭

う
べ
な

久

し
く
徳
山

に
随

っ
て
、
徳
山
を

肯

わ
ず
。
是

に
知

る
、
智

の

ま
さ

師

に
過
り

て
、
方

め

て
傳
授
す

る
に
堪

た

る
こ
と
を
。
老

拙

亘

こ
の
か

輻
を
主

っ
て
よ
り
以
來
た
、
碁
す

る
こ
と
十
三
載
、
兄

の
道
聚
を

荷
う

こ
と
、
亦

た
已

に
年
深

し
。
毎

に
其

の
朴
實

に
し

て
偽
り
無

き

こ
と
を
愛
す

。
屡

し
ば
談
話

の
聞

に
於

て
喩
を
引
き

て
相
撃

つ

に
、
兄
但
だ
微
笑

し

て
蓋
く
領
す

る
こ
と
能
わ
ず
。

一
日

香

を

焼
き

紙
を
出

し
て
云
く
、
某

宋

に
渡
り
名
山

を
謄
観

し

て
知
識

を
参
拝

せ
ん
と
欲
す
。

一
語
を
乞
う

て
往
來

の
受
用
と
爲
さ
ん
と
。

途

に
之

に
告
げ

て
曰
く
、
吾
が
語
は
渠
が
受
用

の
物

に
非
ず
、
若

こ
こ

ゆ

し
受
用
無
蓋

の
時
を
要
せ
ば
、
此
を
博
多

に
去
き
績
を
解
き

て
後

、

縷
か

に
四
明

に
到
ら
ば
、
径
ち

に
天
台
山
に
往
け
。
國
清
寺

内
に

か
し
こ

個

の
老
豊
干
有
り
、
現

に
彼
中

に
在
り
、
虎
頭
に
鋸
し
虎
尾
を
牧
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む
。
趨
前
作
禮

し
て
剖
露
す
可
し
。
其
れ
詳

か
に
必
ず
汝

が
爲

に

の

ち

饒
舌

せ
ん
。
然

る
後
却

に
持
し

て
蹄
り
來

り
、
無
壼

の
受
用
と
爲

せ
。
彼
若

し
拙
者

の
事
を
問
う

の
時

、
低

聲
に
向
道
え
、
夜
行
徒

に
錦
を
衣
、
年
老

い
て
心
孤
な
る
こ
と
を
畳
う

、
と
。
更

に
如
何

ん
若
何

ん
と
問
う
も
、
切

に
漏
泄
す
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。

こ
の
暉

怨
に
與
え
た
法
語
を
讃
む
と
、
蘭
漢

が
建
長
寺

に
住
持

と

な

っ
て
か
ら
十
三
年
経

過
し
た
こ
と

に
な
り
、
「
期
す
る

こ
と

十

三
載
」
と
あ

る
も

の
の
、
数
え

で
解
繹
し
な

い
と
、
序
文
と
齪

齢
を
き
た
す
。

そ
れ

で
も
、
北
條
時
頼
が
建
長
寺
建
立
を
登
願
し

た
建
長
元
年

(
一
二
四
九
)

に
は
、
蘭
漢
は
住
持

と
し
て
庭
遇

さ

れ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な

い
。
建
長
で

の
住
持

は
、
建
長
元
年
か

ら
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
ま

で
と
な
る
。
三
年
十

一
月
八
日
の

事
始

め
以
前
か
ら
上
堂
が
行
わ
れ

て
い
て
、

い
つ
入
院

の
上
堂
が

説

か
れ
た
か
も
剣
然
と
し
な

い
。

(
3
)

晦

巖
法

照

に

つ
い
て
は
、
大

松

博
典

「
晦
巖

法

照

の
研
究
」

(
『駒
澤
大
學
大
學
院
佛
教
學
研
究
會
年
報
』
十

三
號

、

一
九
七
九

年
)

が
あ
り
、
大
塚
紀
弘

「鎌
倉

前
期

の
入
宋

信
と
南
宋
教
院
」

(
『
日
本
歴
史
』
七
〇

二
號
、
二
〇
〇
六
年

)
に
ふ
れ
る
。

(
4
)

こ
れ
は
、
無
著
道
忠

『虚
堂
録
黎
耕
』

日
本

建
長
寺

隆
暉
師
語

録
蹟

の
注
を
見

て
い
て
知

っ
た
。

(
5
)

郵
縣

の
金
文
山
恵
照
寺
、
も
し
く
は
、
明
豊
塔

に
虚
堂

が

い
た

時

の
こ
と

で
あ

ろ
う

(拙
稿

「
「無
爾

可
宣
」
筆

墨
蹟
」

『中
世

の

日
中
交

流
と
輝
宗
』
所
牧
、
吉

川
弘
文
館
、

一
九

九
九
年
)
。
南

宋

で
の

『蘭
漢
録
』

の
開
版

に

つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝

「
虚
堂
智

愚
と
蘭
漢
道
隆
ー

と
く
に
直
翁
智
侃
と

『蘭
漢
和
爾
語
録
』

の

校
訂
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(
『琿
文
化
研
究
所
紀
要
』
廿
四
號
、

一

九
九
八
年
)
と

い
う
論
稿

が
あ

る
。

(
6
)

建
長

寺

に
お

け

る
上
堂

の
年

を
以

下

の
よ
う

に
訂
正

す

る

(
「蘭

漢
道
隆

の
四
六
文
」
)。

8

(
50
c
)
建
長
六
年
↓
建
長

三
年

26

(
52
a
)
建
長

七
年
↓
建
長

四
年

44

(
53
a
)
康

元
元
年

↓
建
長

五
年

62

(
54
a
)
正
嘉

元
年
↓
建
長
六
年

魏

(
56
c
)
正
嘉
二
年

↓
建
長
七
年

脳

(
56
c
)
正
嘉

二
年
↓
建
長
七
年

笛

(
59
b
)
正
元
元
年

↓
康

元
元
年

圏

(
60
c
～

61
a
)
文
鷹
元
年
↓
正
嘉
元
年

蹴

(
63
b
)
弘
長

二
年

↓
正
元
元
年

　

　

珊

(
62
a
)
文
鷹

元
年
↓

正
嘉

二
年

(
7
)

建
寧
寺
に
お
け
る
上
堂

の
年
を
以

下
の
よ
う

に
訂
正
す
る
(
「
建

長
寺

の
鐘
銘
」
)
。

62502523129

 

(
8
)

頂
相

に

つ

い
て

、

(
63
c
)

弘

長
二
年
↓
正

元
元
年

(
64
a
b
)
弘
長
二
年
↓

正
元
元
年

(
65
a
)

弘

長
二
年
↓
正

元
元
年

(
65
a
)

弘

長
二
年
↓
正

元
元
年

(
66
c
)

弘
長

三
年
↓
文
鷹
元
年

(
67
b
)

弘
長

四
年
↓
弘
長
元
年

最
近

の
も

の
に
、

海
老
根
聰
郎

「頂
相
管
窺
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1

成
立
を

め
ぐ

っ
て
」

(長

岡
龍
作
編

『講
座

日
本
美
術
史
』

4
、
東

京
大
學
出
版
會

、
二
〇
〇

五
年

)、
井

手
誠
之
輔

「頂
相

に
お
け
る
像
主
の
表
象
-

見
心
來
復
像
の
場
合
1

」
(
『佛
教

藝
術
』

二
八
二
號
、

二
〇

〇
五
年
)
等
が
あ
る
。

(
9
)

有
名

な
向
嶽
寺
藏
、
蘭
漢
贅
、
達
磨
圖
も
朗
然
居
士

の
求

め
に

磨

じ
た
も

の
で
あ

る
。
駐
賦
と
し

て
分
ち
書
き
を
す
る
。

　

香

至
國
王
之
季
子
、

(般
蓼

選
轟

　

　

遊
竺
乾

、
破

六
宗
之
執
見
、

(來
葺

開
五
葉
之
蕃

　

香

傳
日
域

、

(瑞
慮
鞍

　

少

林
元
不
墜
露
芽

、

(移
向
婁

謬

建
長
蘭
漢
道
隆
爲

朗
然
居
士
拝
贅

よ

香
至

國
王

の
季

子
、
般
若
多
羅

の
家
を
克

く
す
。
竺
乾

に
遊
び
、

六
宗

の
執

見
を
破

り
、
震
旦

に
來
た
り
、

五
葉

の
奇
花

を
開
く
。

う
し
な

香

日
域

に
傳
わ
り
、
瑞

河
沙

に
磨
ず

。
少
林

元
よ
り
露
芽
を

墜

ひ
ら

　

　

わ
ず
、
侯

門
に
移
り

異
龍
を
護

く

(向

は
卒

灰

の
上
か

ら
於

の
代

り

に
用

い
る
)
。

島
尾
新

氏

の
繹

文

・
語
註

・
現
代

語
課

・
解

説
が
あ

る

(
入
矢

義
高

・
島
田
修
二
郎
監
修

『暉
林
書
一賛
-

中
世
水
墨
豊
を
讃

む
』
毎
日
新
聞
肚
、

一
九
八
七
年

)
。

(
10
)

田
中

一
松

「建

長
寺
大
菟

輝
師
壼

像
考
」

(
『
日
本
絡
書
史

論
集
』

中
央
公

論
美
術

出
版
肚
、

一
九
六
六
年

)
参
看
。

な
お
、

蘭
漢

の
自
贅

は
、
村
井
章
介

「
封
外
關
係

を
語

る
肯

像
書
贅

の
牧

集
」

(村
井

編

『八
ー

一
七
世
紀

の
東

ア
ジ

ア
地
域

に
お
け
る
人

・

物

・
情
報

の
交

流
-

海
域

と
港
市

の
形
成
、
民
族

・
地
域
聞

の

相

互
認
識

を
中
心

に
ー

』

(上
)

東
京
大
學
大
學
院

人
文

肚
會

系

研
究
科
、

二
〇
〇
四
年
)

12
に
載
録
す

る
。

(
11
)

田
山
方
南

『績
琿
林

墨
蹟
』

鵬

(思
文

閣
出
版
)
。
常

怨
御

房

と

は
、
若
訥
宏
辮

の
こ
と
。
若
訥
は
、
博
多
圓
畳
寺

に
あ

っ
た
蘭

漢

に
入
門
し
て

い
る

(川
添
昭

二

「
博
多
圓
畳
寺

の
開
創

・
展
開

-

封
外
關
係
と
地
域
文
化
の
形
成
1

」
『市
史
研
究

ふ
く
お

か
』
創
刊
號
、

二
〇
〇
六
年
)
。


